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はじめに 

基礎生物学研究所の「外部点検評価報告書 2023」をお送りします。この報告書は、

2024 年 6 月に行われた外部点検評価会議の内容についてとりまとめたものです。基礎

生物学研究所の運営会議の所外委員の先生 3 名、運営会議に所属しない有識者の先生 3
名にお願いして、オンサイトでの外部点検評価会議を開催し、2023 年度の研究所の活

動について評価して頂きました。本冊子には 2023 年度に行われた私たちの活動がまと

められています。また、アンケート形式で研究所の活動についての評価と提言をお願い

し、頂いた回答も記載いたしました。 

第４期中期目標期間のミッションとして開始した「超階層生物学（Trans-Scale Biology, 
TSB）」の取組みは、ワークショップや研究会、新たに創設した「超階層生物学共同利

用研究」を通して着実に進展し、「超階層生物学（Trans-Scale Biology）」というキーワ

ードも浸透しつつあります。2024 年度からは、研究者コミュニティからの提言を受け、

TSB センターに新たに「生物社会学解析室」を設置し、これまで手薄だった個体群の解

析を行う研究環境を強化し、遺伝子から個体群に至る階層を超えた研究を一気通貫で行

える体制としました。運営面では、基礎生物学分野における新たな領域創成を目指して

若手教授を採用するとともに、運営の効率化とスタッフのキャリアパスを目的として新

たに設けた職位である Research and Management Coordination (RMC) スタッフも増え、

研究所のマネジメント強化も図ってきました。 

もちろん、上記の活動に加え、これまでと同様、基礎生物学分野における大学共同利

用機関として、共同利用共同研究の推進、国内国際連携、リソース保存や配布、各種支

援事業による研究者コミュニティへの貢献、大学院教育と若手研究者の育成、広報やア

ウトリーチ活動による社会へ貢献等の諸事業も継続しています。2024 年度は、私の基

礎生物学研究所長としての最終年度となります。本年度もこれらの活動に全力で取り組

んで参ります。 

本報告書をご一読くださり、基礎生物学研究所の運営と活動について、忌憚のないご

意見を賜ることができれば、今後の研究所の運営活動に反映させていく所存です。今後

も基礎生物学研究所へのご助言、ご支援をどうぞよろしくお願いします。  

令和 6 年 10 月  

基礎生物学研究所 所長 阿形清和   
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１．基礎生物学研究所の概要  

―2023年度を中心にー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章の外部点検評価会議、第３章のアンケートで資料として使用したもの。 
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2023年度基礎生物学研究所外部点検評価資料 

 
2024年 6月 27日 

 
2023 年度の基礎生物学研究所の活動について、７つの観点（運営面、中核拠点性、国

際性、研究資源、新分野の創出、人材育成、社会との関わり）から取りまとめた。 
 

 
図 1.基礎生物学研究所の使命 

・ 1977 年に設立。 
・ 1981 年に創設された岡崎国立共同機構を経て、2004 年の法人化より自然科学研究

機構のメンバーとなる。 
・ モデル生物から非モデル生物に至る幅広い生き物を対象とし、多様な研究分野や生

物現象の研究を、最先端技術を用いて展開し、『生き物研究の世界の中核拠点』とし

て、世界レベルの高水準の研究基盤を形成する。 

・ 高水準の研究基盤と幅広い研究力を基に、共同利用・共同研究・トレーニングコー

スを他大学や研究機関の研究者に提供することで、生物学コミュニティ全体の研究

力の強化に貢献する。 
 
基礎生物学研究所ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/ 
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図 2.『生き物研究』の世界の中核拠点 

 

 

・ 様々な動物、植物、微生物を研究対象として、それらの示す多様な特性に着目し、

幅広い解析手法や先端技術を用いて「共通原理」や「多様性」を明らかにする。 
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図 3.第 3期から第４期の自然科学研機構及び基礎生物学研究所のグランド・プラン 

 

 

・ 第３期は、新しいサイエンスの構築を目指して、分子研、生理研と共に生命創成探

究センターを立ち上げた。基生研は、「環境適応戦略」と「新規モデル生物開発」を

２つの柱として、幅広い生き物を用いた多様な生命現象を対象とした研究を推進し、

特にバイオイメージングと定量生物学の技術を深化させた。 
・ 第４期は、他大学の研究者も巻き込んだプロジェクト研究を展開するべく、オープ

ンミックスラボ開設の準備を進めている。基生研は、超階層生物学を新たなキーワ

ードとして掲げ、ビッグデータ解析と AI 解析による階層を超えた研究を展開する

べく、超階層生物学センターを設立すると共に、超階層生物学共同利用研究を開始

した（超階層生物学の概要と実績は後述）。 
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図 4.財政規模 

 

 

・ 運営交付金が減少しているなか、学術変革領域研究（計画班員）、基盤研究、若手研

究等の科研費、AMED 等の受託研究、民間企業との共同研究等の外部資金を獲得し

て、研究所の活動を支えている。この 2 年間は減少傾向だったが、本年度は 36.72%
に増加する見込みである。 
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図 5.組織・人員 

【採用】 
・ 安島理恵子准教授が初期発生研究部門に着任した。 
・ 渡部匡己特任准教授が分野横断研究ユニットに着任した。 
・ 野崎友成助教が進化ゲノミクス研究部門に着任した。 
・ 椙岡拓己特任助教が神経行動学研究部門に着任した。 
・ 後藤崇支特任助教が共生システム研究部門に着任した 
・ 甲本真也特任教授が超階層生物学センター・バイオイメージング解析室に着任した

（沖縄科学技術大学院大学とのクロスアポイントメント）。 
・ 吉田拓也特任准教授が超階層生物学センター・トランスオミクス解析室に着任した。 
・ 及川和聡助教が共生システム研究部門に着任した。 
・ 林健太郎特任助教が超階層生物学センター・バイオイメージング解析室に着任した。 

 
【定年退職、転出、配置換】 
・ WUDARSKI, Jakub, Jozafat 特任助教（分野横断研究ユニット）が退職した。 
・ 青木一洋教授（定量生物学研究部門）が京都大学生命科学研究科に教授として転出

した。引き続き、クロスアポイントメントの教授として同部門を主宰。 
・ 高田慎治教授（分子発生学研究部門）が定年退職した。 
・ 三井裕輔助教（分子発生学研究部門）が京都大学医生物学研究所に助教として転出

した。 
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・ 矢部泰二郎助教（分子発生学研究部門）が基礎生物学研究所神経行動学研究部門の

特任研究員に配置換えした。 
・ 餘家博特任助教（時空間制御研究室）が基礎生物学研究所時空間制御研究室特任研

究員に配置換えした。 
・ 椙岡拓己特任助教（神経行動学研究部門）が生命創成探究センター創成研究領域若

手研究者雇用特別研究員に配置換えした。 
・ 金井雅武特任助教が東京農業大学生命科学部准教授として転出した。 
・ 近藤洋平助教（定量生物学研究部門助教）が京都大学生命科学研究科に特定准教授

として転出した。 
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図 6.若手研究者、女性研究者、外国人研究者を増やす取組 

 
 

・ 教授人事等の公募要項には、「基礎生物学研究所におけるダイバーシティ促進に関

する基本方針」を記載し、ダイバーシティ確保に務めた。 
・ 日本学術振興会の特別研究員 PD を機関として雇用する制度を導入し、2023 年 10

月より 7 名（うち 4 名は生命創成探究センター所属）をこの制度の下で若手研究者

雇用特別研究員として雇用した。この取組においては、研究分野を国際的に先導で

きる人材や分野・機関間連携による共同研究を先導できる人材を育成することを育

成方針として掲げており、それを実現させるため、研究所が推進する国際共同研究

プロジェクトへの参画促進、国際会議への参加支援、分野・機関間連携のための相

手方研究者とのマッチング、外部資金獲得に対する支援などに力を入れている。 
・ 子育て中の若手研究者を支援するため、キャンパス内託児施設、子供を出張に帯同

する際の交通費支援制度、ベビーシッターなどを利用する費用の一部支援などの制

度を設けている。これらの中には、共同研究等で来所される他機関所属の研究者に

も使える制度も多くあり、所員のみならず、また男女を問わず、若手研究者の支援

に役立っている。 
・ 外国人研究者を増やすためには、助教、ポスドク等の公募を出す際に JREC-IN 等を

使って日英両方で募集する、興味を持ってもらえそうな外国人研究者には、日本で

の学会の機会等を使ってできるだけ研究環境・設備を見てもらうなどの取組を行っ
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ている。ただし、円安のため提示できる給与額が大変低く、優秀な研究者に来ても

らうには競争力が全く足りないのが現状である。該当者には、こちらからの給与の

みでなく、外部資金（例えば EMBO fellowship 等）への応募を勧めている状況であ

る。 
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図 7.新しい職位の導入 

 
 

・ 2022 年４月より、RMC (Research Management and Coordination) の職位を導入した。

RMC は、博士の学位をもつ研究者であり、研究力強化戦略室、IBBP センター、超

階層生物学センターにおけるマネジメント業務を行う。業績審査により昇任を認め

る制度となっている。 
・ 書面審査とヒアリング審査を経て、2022 年 4 月に、超階層生物学センターに亀井

保博 RMC 准教授、研究力強化戦略室・広報室に倉田智子 RMC 助教、研究力強化

戦略室・国内国際連携グループに立松圭 RMC 助教、2022 年 10 月に研究力強化戦

略室・若手研究者支援グループに小峰由里子 RMC 准教授を配置した。 
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図 8.研究力強化戦略室 

 

 

・ 2023 年４月より、皆川副所長を新室長とした体制で活動している。 
・ 各グループの実務担当者および室長、副室長、技術課長からなる戦略室実務担当者

会議を、毎月開催し、情報共有を図ると共に研究所の研究力強化について議論して

いる。 
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図 9.超階層生物学センターの設置 

 

 

・ 2022 年度より開始された第４期では、「超階層生物学（Trans-Scale Biology）」をキ

ーワードに掲げ、「研究 DX」（データ駆動型サイエンス+AI 解析）」を取り込んだ新

たな生物学の確立と展開を行っている。そのために、既存の３センター（生物機能

解析センター、モデル生物研究センター、新規モデル生物開発センター）を改組し、

中核となる「超階層生物学センター」を新設した。超階層生物学センターに、以下

の室が設置されている。 
超階層生物学共同利用推進室： 
 共同利用および超階層生物学センターの国内研究者への広報活動 
 超階層生物学センター全体の有機的運営 
 超階層生物学共同研究のマネジメント 
 2022 年 10 月に亀井保博 RMC 教授が着任 

トランスオミクス解析室： 
 各階層のオミクス解析技術の開発とデータ取得および解析 
 2022 年度にイメージング MAS を導入 
 階層をつなぐ解析パイプラインの開発 
 2023 年 8 月に吉田拓也特任准教授が着任 

データ統合解析室： 
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 ビックデータの保存とクラスターコンピュータの管理 
 解析プログラムの開発 
 遺伝子データベースの開発と管理 
 ネットワークシステムの管理と維持 
 2024 年度新規大型計算機の更新のための調達を開始 

AI 解析室： 
 AI を活用したビックデータ解析と、モデリング・シミュレーション技

術の開発 
 生命科学と情報科学の両方を熟知した若手人材の育成 
 2023 年 2 月に SINAPAYEN，Lana Marie 特任准教授（クロアポ・外国

人・女性）が着任 
バイオイメージング解析室： 
 バイオイメージングデータ取得および解析 
 大型スペクトログラフを用いた共同利用研究の推進 
 画像解析を専門とする加藤輝 RMC 助教が 2023 年 4 月に着任 

(バイオイメージングデータの国際基準の策定を担当) 
 バイオイメージングの国際的ハブ拠点活動のために甲本真也特任助

教が 2023 年 8 月に着任 
新規モデル生物開発室： 
 新規モデル生物の飼育・繁殖・栽培、それらを用いた実験操作に係る

新規技術の開発 
 新たなモデル生物の研究者コミュニティ構築 

モデル生物研究支援室： 
 モデル生物の飼育・栽培設備の提供 
 モデル生物の遺伝子資源の開発・保存・提供 

・ 2024 年度より新たに「生物社会学解析室」設置し、個体や個体群の階層におけるマ

クロな研究にも対応する環境を整えた。 
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図 10.今年度の超階層生物学センターの取組 

 
 

・ 超階層生物学センターの HP および７室全ての HP を作成し、外部向け窓口を超階

層生物学共同利用推進室に設けた。同時に推進室 HP において超階層生物学センタ

ーでのイベント（セミナー・研究会・トレーニングコース）の告知・募集を行い、

また、共同利用研究の成果（主にプレスリリース）を一覧できるようにした。メー

ルマガジン（年間 10 回程度）も発行している。 
・ 超階層生物学研究センター利用の共同利用や共同研究成果論文は多数公表されて

いる。2023 年度基生研が行った 31 件中 16 件が、同センターを利用した共同利用・

共同研究であった（共同研究先機関との共同発表も含む）。 

・ 研究費を配分する超階層生物学共同利用研究を公募し、2022 年度に 3 課題、2023 年

度に 4 課題を採択し、研究の推進と様々な方面からの支援を実施している。科学雑

誌「細胞」で TSB 課題の１つである盗機能に関する特集号を出した。 
・ AI 解析については、中部大学や生理学研究所との連携セミナーを 2021 年度から 5

回開催し、中部大学との連携協定も完了した。中部大学との連携協定の活動として

2023 年度には教員 2 名が中部大学の AI 特別講義を受講し、所員（生物学研究者）

向けにアレンジした講義を行った。また、雑誌「細胞」でライフサイエンス分野の
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AI に関する特集号を出した。2024 年度には「AI コンテスト」企画を進める。 
・ 2023 年度は、各種トレーニングコース（11 件）を開催した（ゲノムインフォマティ

クストレーニングコースを 3 回、顕微鏡光学系実習を 2 回、画像解析ソフト実習を

2 回、生物画像データ解析トレーニングコースを 1 回、その他新規モデル生物の技

術講習会などの TSB 関連コース３件）。 
・ 欧州分子生物学機構（EMBO）が開催を支援する生命科学分野の国際ワークショッ

プ「EMBO Workshop」に採択され、超階層生物学をテーマとするワークショップ

「‘Trans-Scale Biology’ using exotic non-model organisms」を開催し、「Trans-Scale 
Biology」という造語の国際化を図った。 

(概算要求との関連) 

・ 令和４年度の概算要求において、教育研究組織改革分として「超階層生物学センタ

ーの創設 ―AI を活用した超階層生物学拠点の構築―」、基盤的設備整備分として

「超階層生物学研究システム」の支援を受けることとなった。 
・ 「超階層生物学センター」は、文部科学省から「国立大学の機能強化を推進するた

めの教育研究組織改革の例（令和４年度新規分）」の一つとして取り上げられ、「大

学の枠を越えた組織的連携やネットワーク構築による組織改革を通じて、異分野融

合や新領域創成等の卓越研究を強力に推進するとともに良質な研究資源の支援基

盤を形成し、世界の学術研究を先導する」の取組として期待されている。 
・ 令和５年度の概算要求では、「継続拡充」として４名の人員を要求し、2022 年度 2

名、2023 年度 2 名が認められ、すでに 4 名全員が着任した。 
 
 
 
 
 
超階層生物学センターホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/tsb/ 
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図 11.超階層生物学共同利用研究の成果 

 

 

・ 超階層生物学共同利用課題の１つである慶應義塾大学前田太郎特任助教が代表を

務める「盗機能」現象の分子機構解明を目指す課題では、月刊「細胞」で「盗機能」

の特集号を編纂した（前出）。また、前田代表や、阿形所長、亀井超階層生物学研究

センター推進室長らが、「光合成をするウミウシ」をテーマにしてニコニコ超会議に

おいて生放送を行った。そして、2024年度には本課題の応用研究となる光合成生物

の創出（OML課題）をスタートし、究極の SDGs動物として葉緑体を持つ動物細胞の

作出を目指している。 
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図 12.共同研究 

 

 

・ 2023 年度の共同利用研究は 145 件の課題を採択した。 

・ 2024 年度は 4月現在で 152 件となっている。 

・ 超階層生物学センター等の研究支援施設に設置されている機器や施設を共同利用・

共同研究に供している。研究支援機能の強化のために、2023 年度には蛍光寿命イメ

ージングが可能な共焦点顕微鏡や、細胞内分子の動態解析が可能な共焦点顕微鏡ソ

フトウエアを導入した。 
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図 13.2023年度の研究成果 1 

 

図 14.2023年度の研究成果 2 

 

 

・ 2023 年度は 127 編の原著論文と 10 編の総説を発表し、31 件のプレスリリースを行

った（発表論文リストは参考資料参照）。そのうち、First Author および Corresponding 
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Author の両方が基生研所属の論文に関するものが 14 件、そこから分野のバランス

等を考慮して 8 件を掲載した。 
・ 太陽光は全ての生命にとって重要なエネルギー源である。光合成生物は太陽光エネ

ルギーを獲得するために、周囲の環境に合わせて“光のアンテナ”を調節し効果的に

光を集めている。今回、プラシノ藻の光化学系 I 超複合体の立体構造を決定した。

プラシノ藻は水中の緑藻と、陸上植物の共通の祖先の名残をとどめる原始緑藻であ

る。その光化学系 I は緑藻型と陸上植物型の特徴を兼ね備えており、さらに、光化

学系 II のアンテナの一部も結合した「ステート遷移型」構造であることが明らかと

なった。祖先型光化学系 I がこのようなユニークな構造であることは極めて興味深

く、光合成と植物進化はどう関係してきたのかの理解が深まると予想される。（皆川

研 石井麻子研究員ほか） 
・ 体節は、脊椎動物の発生過程に形成される繰り返し構造であり、体節の前駆細胞に

おいて分子時計（分節時計）により作られる一方で、体節の空間的な繰り返し構造

に変換される仕組みについては不明な点が多い。今回、ゼブラフィッシュを用い、

体節形成に必須な因子である Ripply の機能および発現制御機構の詳細な解析を行

い、Tbx6、Ripply、Her1/7、ERK の４因子から構成される遺伝子発現制御ネットワ

ークを発見した。この制御ネットワークに基づいた数理シミュレーションにより、

体節形成をほぼ完全に再現できることを明らかにした。時間的な周期性というアナ

ログ情報を、体節の繰り返し構造というデジタルな形態に変換するための分子機構

を同定したと考えられる。（高田研 矢部泰二郎助教ほか） 
・ カブトムシの特徴である角がどのように獲得されたのかは、未だ明らかになってい

ない。詳細なゲノム情報は、角獲得の解明に対する鍵となると期待されている。今

回、次世代シーケンシング技術を用いてカブトムシのゲノムを解読し、角形成の遺

伝的メカニズムを理解する基盤を確立した。この新たなゲノム情報は、カブトムシ

の遺伝子機能や進化について包括的な解析を可能にし、これまでの研究を超える新

たな可能性をもたらすことになる。公開されたゲノム情報は、様々なカブトムシ研

究の一助となることが期待される。（新美研 森田慎一助教ほか） 
・ 生物組織内のメカニカルな力は、形態形成や細胞分化を駆動する上で重要な情報で

ある。しかし、生きた組織内で力を計測する手段は限られている。特に、3 次元的

な胚や組織の発生では、細胞の力の状態は時空間的に変化するため定量的な理解は

十分にはされていない。本研究では、顕微鏡観察等で得られる細胞の動きの画像情

報から、生物組織内のメカニカルな力を推定する手法を開発した。本方法により、

生きた組織内で細胞種によるメカニカルな性質の差異の定量的評価が可能となっ

た。さらに、必要なデータが細胞核の追跡データのみという単純さゆえ、本方法は

様々な生物種や組織に適用が可能である。今後、固有の物理的性質をもった細胞の

探索などへの発展性が期待できる。（藤森研 小山宏史助教ほか） 
・ 植物は重力方向を感知して成長方向を調節する性質（重力屈性）により、根を地中

へ、茎を上方へ向かわせる。植物器官にはアミロプラストの粒が存在し、その粒の

沈降により重力を感知する「デンプン平衡石仮説」が、100 年以上前に提示されて

いる。しかし、どのように信号が変換・伝達されるのかはわかっていなかった。今

回、特殊な顕微鏡システムを駆使し、アミロプラストに存在する LAZY1-LIKE (LZY)

20



タンパク質が細胞膜に移動することで、細胞が重力方向を感知し、最終的に重力屈

性を引き起こすことを明らかにした。本研究は、植物生理学における長年の謎であ

る、植物の根が重力方向を感知する仕組みを解き明かしたものである。（森田研 西

村岳志助教ほか） 
・ クチクラは、植物の表面に光沢を与えている疎水性の膜で、陸上植物の表面に形成

されて、風雨、乾燥、病原菌などの陸上環境の様々なストレスから体を守っている。

また植物のクチクラを構成する分子は、組織や器官の成長に伴って細胞外に供給さ

れる必要があるが、そのしくみは詳しくわかっていない。本研究で、コケ植物ヒメ

ツリガネゴケの葉の展開に着目し、PpABCB14 タンパク質の働きにより葉の表側に

新しいクチクラを作り出し、葉の表側を伸長させることで外側へと展開させるとい

う仕組みを発見した。この仕組みは、葉を展開させることで光合成効率を向上させ

るとともに、陸上の乾燥した環境で体から水分が損出するのを防ぐ役割も持つ、陸

上環境に適応したメカニズムの一つと考えられる。（長谷部研 Liechi Zhang 特任専

門員ほか） 
・ 生物のからだの中には、概ね１年のリズムを刻む「概年時計」と呼ばれる体内時計

が存在し、繁殖活動や渡り、冬眠などのタイミングを制御しているが、その仕組み

はいかなる生物においても謎に包まれていた。今回、季節変化のない実験室内の恒

常条件下で、メダカに概年時計が存在することを明らかにした。さらに数年間にわ

たるトランスクリプトーム解析の結果、１年のリズムを刻む「概年遺伝子」を世界

で初めて同定することに成功した。概年遺伝子の機能から、脳内での細胞分裂、細

胞分化が 1 年という長い周期のリズムを駆動するのに重要であることが示唆された。

（成瀬研 中山友哉 元共同利用研究員ほか） 
・ 細胞は細胞周期を繰り返すことで増殖する。真核生物において、CDK（Cyclin-

dependent kinase）は細胞周期の主要制御因子であり、CDK を制御する因子の役割や

それらの相互作用は大部分が明らかになってきたが、従来の解析手法には時間・空

間分解能に難があり、リアルタイム・1 細胞レベルの解像度ではあまり議論されて

こなかった。今回、CDK の活性をリアルタイムに 1 細胞レベルで可視化するバイオ

センサー（Eevee-spCDK）を開発し、CDK の活性がある閾値に達したときに細胞周

期進行が誘導されることを直接的に検証することに成功した。Eevee-spCDK は、

CDK を通じた細胞周期の動的な制御原理を明らかにする強力な手段となることが

期待できる。（青木研 杉山博紀 研究員ほか） 
 
 
 
 
プレスリリースページ 

https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pr/ 

 
発表論文リストは参考資料参照 
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図 5.国際連携 
 

 

・ ドイツ・ハイデルベルグ大学の Center for Organismal Studies (COS) とは、前年度ま

でのオンラインミーティングや対面式の合同ワークショップをもとにした、以下に

記載する相互訪問による共同研究を展開した。現在、第 2 回の対面式の合同ワーク

ショップを 2024 年 10 月に岡崎に開催することを計画し、双方の担当者が議論を重

ね、準備を進めている。また、第 2 回合同ワークショップに参加する COS Heidelberg
の 2 名のシニア PI による研究所の国際評価の実施を検討している。 
【NINS 研究交流加速事業】 
◯ 細胞動態研究部門の助教 1 名が COS Heidelberg に 8 月から 3 ヶ月間滞在し、ゼ

ニゴケを用いた植物の膜輸送に関する実験系の立ち上げを行い、一定の研究成果を

得た。 
◯ 分子発生生物学研究部門の教授 1 名、総研大生 2 名が 8 月初頭に COS Heidelberg
を訪問し、研究成果発表のセミナーを行うとともに、共同研究に向けた打ち合わせ

を実施した。 
◯ COS Heidelberg の教員が指導するハイデルベルグ大学の修士課程学生 1 名が 12
月から 2 ヶ月間滞在し、メダカやバイオイメージングに関する共同研究を実施した。 
◯ COS Heidelberg に所属するハイデルベルグ大学の博士課程学生 1 名が 11 月下旬
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に来所し、植物での力学ストレス応答と微小管の解析に関しての研究成果について、

研究所の研究者などとの議論を実施した。 
◯ バイオリソース研究室の特任教授 1 名が 2024 年 2 月に COS Heidelberg を訪問

し、メダカの環境応答に関する共同研究実施に向けた研究打ち合わせを行った。 
◯ 超階層生物学センター トランスオミクス解析室の特任准教授 1 名を 2024 年 3
月に COS Heidelberg に派遣し、先方の質量分析担当責任者等との意見交換を実施し

た。 
【NINS-DAAD 国際交流事業】 
◯幹細胞生物学研究室のメンバーが 12 月に COS Heidelberg を訪問し、現在進行中

の共同研究について、進捗状況の確認と今後の打ち合わせを実施した。 
 

・ EMBL とは、Global BioImaging（GBI）を介して、バイオイメージングに関する情報

交換を展開している。GBI が主催するバイオイメージング施設の実務担当者会議を

2024 年 10 月に岡崎で開催するために、EMBL の担当者との議論と開催準備を進め

た。 
・ プリンストン大学とは、NINS 共創戦略統括本部（旧国際連携研究センター）を通

じ、定量生物学に関する共同研究を実施している。また、プリンストン大学分子生

物学部の教授 1 名と、国内向けの英語によるプロテオミクス技術に関するトレーニ

ングコースの開催に向け準備を重ね、2024 年 5 月に開催した。同コースでは、同大

学より講師２名を招聘するとともに、徳島大学先端酵素学研究所も含めた、3 機関

による連携で開催した。 
・ 国際会議開催では、欧州分子生物学機構（EMBO）が開催を支援する生命科学分野

の国際ワークショップ「EMBO Workshop」の開催助成を受け、超階層生物学をテー

マとするワークショップ「‘Trans-Scale Biology’ using exotic non-model organisms」を

2024 年 7 月 25 日から 28 日かけて開催した。これにより、超階層生物学についての

国際的な認知度を高めることに努めた。また、2024 年 7 月には植物の屈性現象をテ

ーマとする EMBO Workshop を開催する予定で準備を進めている。 
・ 新たな連携に向けた活動の一環として、コンスタンツ大学（ドイツ）との間で、ケ

ミカルバイオロジーや動物行動学分野での超階層生物学の推進に向けた連携の可

能性について議論を開始した。 
 
 
 
基礎生物学研究所の国際連携活動 

https://www.nibb.ac.jp/interchange/ 
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図 16.大学連携バイオバックアッププロジェクト 

 

 

・ 貴重な生物資源を維持するために、大学連携バイオバックアッププロジェクト 
(IBBP: Interuniversity Bio-Backup Project) を運営している。2023 年度は 3 月末までに

新規・追加・延長・返却・廃棄申請合計 131 件を受け付けた。 

・ 2019 年から運用を開始した Web 申請審査管理 DB システム (IBBP-easy) を用いて、

7 つの大学サテライト拠点機関および各分野専門家と連携しての保管委託申請審査

および保管物管理を行っている。 

・ 2023 年度から TSB センター・モデル生物研究支援室と共同でマウスの凍結精子作

製を行うサービスを開始した。 

・ 現時点でバックアップ保管が困難な生物種等の保存技術開発のために、生物遺伝資

源新規保存技術開発共同利用研究を行っている。共同利用研究によってこれまでに

11 種類の生物（ゼニゴケ、ヒメツリガネゴケ、キク、サトイモ、ラッキョウ、ニン

ニク、カイコ 、テントウムシ、ショウジョウバエ、ラット、マウス）の精子や胚、

卵巣などの長期凍結保存を可能にする技術の開発や生存率の向上に成功した。中で

もゼニゴケでは 749 本、カイコでは 188 本、テントウムシでは 5 本のサンプルを

IBBP センターでバックアップ保管している。 

・ 2022 年度から IBBP センター専任として栂根助教を配置し、特に植物の保存技術開
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発推進のための体制を強化した。 

・ Cryopreservation Conference は、2020 年度及び 2021 年度は新型コロナウイルスへの

対応としてオンラインで、2022 年はハイブリッド（岡崎コンファレンスセンター及

び Zoom）で開催したが、2023 年度はつくば研究交流センターにおいて、11 月 14 日

～15 日に開催し、合わせて国立環境研究所、理化学研究所、農研機構遺伝資源セン

ターへの施設見学も実施した。 

・ 保存技術講習会は、12 月 12 日〜13 日にラット生殖技術講習会（岩手大学との共催）

を岩手大学で開催した。技術講習会や Cryopreservation Conference の開催で、研究者

コミュニティーに保存技術を周知する事などによる保存技術開発の推進を行った。 

・ IBBP による生物遺伝資源バックアップ保管の周知を目的として、第 50 回日本毒性

学会学術年会、第 56 回日本発生生物学会、第 63 回日本先天異常学会学術集会、日

本遺伝学会第 95 回大会、日本動物学会第 94 回山形大会 2023、日本育種学会第 144
回講演会（令和 5 年度秋季大会）、第 57 回日本実験動物技術者協会総会、第 47 回日

本比較内分泌学会、第 46 回日本分子生物学会年会、第 52 回日本免疫学会学術集会、

令和 6 年度日本水産学会春季大会において広報活動をおこなった。 

・ 環境技術学会の学会誌（環境技術）に IBBP の事業を紹介する記事を寄稿した。 
 

 

 

 

大学連携バイオバックアッププロジェクト ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/ibbp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25



図 17.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRPメダカ) 

図 18.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRPゼブラフィッシュ) 
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図 19.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRPアサガオ) 

 

 

・ ナショナルバイオリソースプロジェクト (NBRP) では、メダカの代表機関、ゼブラ

フィッシュの分担機関、アサガオの分担機関として活動し、各種系統とクローンの

配布や講習会を開催し、研究者コミュニティに貢献している。2022 年 4 月より第５

期 NBRP がスタートし、第４期と同様、生物資源の収集と保管、配布、データベー

スの充実化などを行っている。 

 

 

 

 

基礎生物学研究所が運営に関わるナショナルバイオリソースプロジェクト 

https://www.nibb.ac.jp/collabo/bioresource.html 
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図 20.データーベース 

 

 

・ 基礎生物学研究所のバイオリソースデータベースのサービスとして、以下のデータ

ベースを、情報管理解析室のサポートのもと公開している。アクセス数は順調に増

加しており、研究者コミュニティに貢献している（アクセス数は 2023 年度）。 
(1) XDB3 (Xenopus Developmental Biology Database Version 3) アクセス数 7,057 件 
(2) MBGD (Microbial Genome Database for Comparative Analysis) アクセス数 82,015
件 
(3) PHYSCObase (Physcomitrella Database) アクセス数 11,583 件 
(4) PODB3 (The Plant Organelles Database Version 3)アクセス数 40,162 件 
(5) Japanese Morning Glory Genome Database アクセス数 5,414 件 
(6) nekko (NIBB Encyclopedia of “KinKon” Omics) アクセス数 3,967 件 
(7) iNewt (Integrated Portal Site for the Newt, Pleurodeles waltl) アクセス数 79,114 件 
(8) DB-HABs (Database for Research in Harmful Algal Blooms) アクセス数 2,885 件 
(9) CLiCKAR (Workflow for Genotyping of CRISPR-Cas9-based Knockout Phenotypes) 
アクセス数 5,905 件 

(10) ChaetoBase (Gene annotation database for Chaetoceros gracilis) アクセス数 2,084 件 
(11) Trypoxylus dichotomus Genome Browser（アクセス数はクラウドサーバーの機能の
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都合上カウントできず） 
(12) Reticulitermes speratus Genome Browser アクセス数はクラウドサーバーの機能の

都合上カウントできず） 
・ 機構のセキュリティポリシーに合致させるため、機構ネットワークの DMZ 

(DeMilitarized Zone) 上に公開サーバを設置し、各データベースサービスを公開サー

バ上に集約した。 

 

 

 

基礎生物学研究所が提供するデータベースサービス 

https://www.nibb.ac.jp/collabo/databases.html 
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図 21.先端バイオイメージング支援プラットフォーム 

 

 

・ 2016 年度に新学術領域研究の枠組みとしてスタートした先端バイオイメージング

支援ネットワーク（ABiS）は、2022 年 4 月より、学術変革領域研究（学術研究支援

基盤形成、2022 年度〜2027 年度）として、第２期の活動を開始した。これまでと同

様、生理学研究所とともに中核機関として、光学顕微鏡、電子顕微鏡、磁気共鳴画

像、画像解析の支援を行っている。 
・ 2023 年度は、光学顕微鏡支援を 158 件、電子顕微鏡支援を 78 件、磁気共鳴画像支

援を 24 件、画像解支援を 24 件、総計 282 件の支援を行った。バイオイメージング

技術の普及と人材育成を目的としたトレーニングコースは 14 件開催した。 
・ ABiS は、Euro-BioImaging (EuBI) が展開している Global BioImaging (GBI) と 2018

年 9 月に連携協定を締結した。合同でのトレーニングコースやシンポジウムの開催

することで、バイオイメージングに関する最新の技術や情報の共有を図ってきた。

毎年開催されている実務者会議（EoE: Exchange of Experience）に参加し、イメージ

ング施設のスタッフや若手研究者のキャリアパス、データ共有システム構築や産学

連携推進、バイオイメージングの将来に向けたグローバル戦略の策定など世界共通

の課題について議論を行っている。また、GBI 主催のトレーニングコースやレクチ

ャーの情報を ABiS 支援者へ展開するなど、イメージングネットワークのハブとし

ても活動している。2023 年 7 月には、「ABiS-GBI 2023 course - Image data: image 
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analysis, data management and reuse」を岡崎と神戸にて開催した。また、2024 年 10 月

に EoE2024 を岡崎にて開催することが決定し、準備を開始している。 
・ この ABiS 活動により、（１）画像取得と画像からの情報抽出技術の向上、（２）支

援者間の技術交流・情報交換、（３）国内外の挙動研究の推進、（４）先進技術の継

承と後継者の育成、（５）新たな研究課題の掘り起こし、（６）世界標準のイメージ

ング技術の取得等の効果に繋がり、日本におけるイメージング技術の高度化と支援

体制の充実、世界における日本の生命系イメージングネットワークサイエンスのプ

レゼンス強化に繋がることが期待される。 
 
 
 
先端バイオイメージング支援プラットフォーム ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/abis/ 
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図 22.共同利用・共同研究拠点との連携 

 

 

・ 北海道大学 低温科学研究所、熊本大学 発生医学研究所、徳島大学 先端酵素学研究

所、群馬大学 生体調節研究所、中部大学との連携協定に基づき、共同研究や人材交

流、情報交換を展開している。 
・ 2023 年 9 月 1 日にトランスオミクス解析室の教授 1 名と特任准教授 1 名が先端酵素

学研究所を訪問し、プロテオミクス技術を用いた共同利用・共同研究についての意

見交換を実施した。また、プリンストン大学を含めた合同プロテオミクストレーニ

ングコースに関して、開催準備に向けた準備を進め、2024 年 5 月に開催した。 
・ 2023 年 9 月 7 日から 8 日に開催された生体調節研究所の 60 周年記念シンポジウム

に特任准教授 1 名と RMC 助教 1 名が参加し、質量分析計を用いた解析技術につい

ての意見交換と情報収集を実施した。また 9 月 8 日に開催された内分泌・代謝学共

同利用・共同研究拠点セミナーにて、質量分析計を用いた研究や研究所の活動・施

設等を紹介した。さらに、2024 年 6 月に同研究所の教授 1 名が基礎生物学研究所を

訪問した。 
・ 中部大学が主催する AI 技術講座に基生研から助教 1 名と技術職員 1 名を派遣し、

派遣された 2 名が所内向けの AI 講習会を開催して同技術の普及に努めている。ま

た、新たな AI 生命科学の共同研究の芽出しを目指して、自然科学研究機構オープン

ミックスラボ公募研究の支援の元、生理学研究所、中部大学、東京工業大学とのマ
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ッチングイベントを 2024 年 2 月に開催した。 
・ 各研究拠点とは、それぞれが主催する国際会議や研究会へ、相互の研究者が参加で

きるように情報を共有し、人的交流を促している。 
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図 23.大学院生の教育と若手研究者支援 

 

 

・ 総合研究大学院大学（総研大）の基盤機関として、基礎生物学コースの学生（およ

び 2022 年度以前に入学の生命科学研究科・基礎生物学専攻生）の教育、研究指導を

行っている。2023 年度の在籍者は 32 名（うち留学生 6 名、2023 年秋入学者と年度

途中での修了／退学者を含む）であった。 
・ 2023 年度の入学者は、４月に５年一貫制 3 名、博士後期課程 2 名、10 月に５年一貫

制１名、合計 6 名であった（2024 年 4 月は 15 名入学）。 
・ 特別共同利用研究員（他大学からの受託大学院生）8 名（うち海外の大学から 2 名）、

特別実習生（他大学学部生の卒業研究指導等）5 名を受け入れた（いずれも年度途

中からの受入者を含む）。 
・ 総研大に在籍していた学生 9 名（6 月 2 名、9 月 1 名、3 月 6 名）に博士学位を授与

した。 
・ 総研大生および特別共同利用研究員（他大学からの受託大学院生）には、RA 制度に

より年間約 100 万円の経済的支援を行っている。 
・ 名古屋大学の卓越大学院プログラム「トランスフォーマティブ化学生命融合研究大

学院プログラム」に連携機関として参画しており、基礎生物学コースの授業科目の

履修機会の提供、リトリートへの教員の参加など、プログラムへの協力を行ってい

る。 
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・ 将来の大学院生を迎え入れるために定期的に大学院説明会（来所参加とオンライン

参加のハイブリッド方式）を行っている。2023 年度は、５月（来所者 9 名、オンラ

イン 14 名）、８月（来所者 19 名、オンライン 9 名）、11 月（来所者 2 名、オンライ

ン 10 名）、3 月（来所者 5 名、オンライン 10 名）と 4 回開催し、のべ 78 名の参加

があった。遠方からでも気軽に参加できるオンライン、研究所の雰囲気を生で味わ

える来所参加、どちらも好評である。また、特に総研大入学に関心を持つ学生には、

体験入学の機会を提供している。2023 年度は 36 名がこの制度を利用し、そのうち

10 名が 2024 年 4 月に総研大・基礎生物学コースに入学した。 
・ 海外の学生を受け入れる NIBB Internship Program では、2024 年度は 8 名（うち 1 名

は国内大学に留学中の学生）を受け入れ、そのうち 2 名が 2024 年 4 月に留学生と

して入学し、1 名が 2024 年 6 月の入試を受験予定である。加えて、6 名の海外の大

学院生が所属大学等の資金で来所し、当研究所での研究を体験した。 
・ コロナ禍により開催を控えていた「大学生のための夏の実習」を 4 年ぶりに開催し

た。大学学部学生（1〜4 年生）22 名が 2 泊 3 日のスケジュールで参加し、8 つのコ

ースに分かれての実習や交流で、基礎生物学研究所を体験した。 
・ 研究所の運営費により若手研究者を雇用する「NIBB リサーチフェロー」制度を 2020

年４月に改正し、任期を３年から５年に延長して「特任助教」として雇用している。

2023 年度は、年度途中からの雇用などを含め 15 名雇用した。 
・ 優れた研究成果を上げ将来の学術研究の発展への寄与が期待できる若手研究者（学

位取得後 13 年以下（出産・育児・介護等による休業期間を除く））への支援として、

研究費助成の制度を設けている。2023 年度分は所内公募により 3 名を選出し、表彰

とともに研究費の助成を行った 
・ 科研費に関する情報交換会の場として、科研費申請希望者を対象に「科研費カフェ」

をオンラインで７月に開催した。初めて科研費を申請する若手研究者を含め、多数

の参加者があり、今年度の申請システムの変更の説明などが行われた。 
・ 日本学術振興会の特別研究員申請を希望する大学院生・ポスドクに対しては、総研

大主催の申請書準備講座が開催されている。これに加えて、研究力強化戦略室・若

手研究者支援グループが中心となって希望者に個別相談・指導を行っており、2024
年度分として海外特別研究員などへ２名が採用された。 

・ 子育て中の研究者支援として、引き続き、キャンパス内保育園の運営、出張時の子

供帯同のための旅費支援、保育サービス利用経費の一部補助を行っている。 
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図 23.大学院生の教育と若手研究者支援 

 

 

基礎生物学研究所にて研究活動を行った総研大生、または特別共同利用研究員（受託

大学院生）は、大学や国・県等の研究機関の教職員、民間企業の研究員や公務員など様々

な分野で活躍している。 
上記の表は、2024 年 5 月 9 日時点での、アカデミアの職位についた者の追跡調査の

結果である。Research University 11（RU11：北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大

学、早稲田大学、慶応技術大学、東京工業大学、名古屋大学宇、京都大学、大阪大学、

九州大学）だけでなく、地方国公立大学、私立大学で教育・研究に携わっている。基礎

生物学分野だけでなく様々な分野の研究職、海外機関でのグループリーダー、加えて研

究のバックグラウンドを活かした RMC 等のマネジメント業務で活躍している。 
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図 25.広報とアウトリーチ活動 

 

 

・ 2023 年度は研究成果に関する 31 件のプレスリリースを行った。 
・ 公式ホームページや Twitter, Youtube を活用し、研究所の日頃の様子や活動を発信し

ている。 
・ 地元のコミュニティエフエム局であるエフエム EGAO 制作の、研究者の研究や人と

なりを伝える番組 EGAO FRIDAY SCIENCE LAB.に制作協力しており、2023 年１月

〜2024 年３月まで 15 名の教授らが月替わりで出演した。 
・ 岡崎市教育委員会との連携事業として、岡崎市内の小中学校への出前授業 4 件を実

施した。岡崎市内の小中学生の理科の自由研究を表彰する「未来の科学者賞 2023」
を、分子研と生理研と共に、10 名に授与した。 

・ 2022 年 12 月に岡崎 3 研究所と愛知県との連携協定が締結された。この連携活動の

一貫として、愛知県内の中学校を対象とした「愛知県サイエンス実践塾出前授業」

３校分（１2 コマ）を担当した。 
・ SSH 指定校への教育の協力として、愛知県立岡崎高校への研究発表指導を行うと共

に、出前授業 1 件を実施した。 
・ 愛知県立岡崎北高校への出前授業３件を実施した。 
・ 自然科学研究機構 若手研究者賞記念講演にて、南野尚紀 元特任助教が講演を行っ
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た。 
・ 株式会社ドワンゴとの共同で、インターネット中継（ニコニコ生放送）「ニコニコサ

イエンス」を実施している。2023 年 4 月には、大型オンラインイベント「ニコニコ

ネット超会議 2023」の企画の一つとして、『海のソーラーパワー・ウミウシの「光

合成」を観察する 200 時間研究〜究極の SDGs〜』と題し、盗葉緑体現象により食

物から葉緑体を細胞内に取り込んで光合成を行うウミウシの研究について、実演と

研究解説を行い、31 万 6,900 件のアクセスとギフトポイント 1,009,570（うち、基生

研の自己収入 23 万 4,899 円）を得た。得られた収益は、「基礎生物学研究所 ニコニ

コ生物研究助成」として、番組に出演した研究者に配分される。また、2023 年 11 月

には、「細胞」をテーマとした 24 時間のニコニコ生放送を実施し、5 万 4,023 件のア

クセスとギフトポイント 393,400（うち、基生研の自己収入 17 万 8,413 円）を得た。 
・ 第 37 回自然科学研究機構シンポジウムを基礎生物学研究所の企画・運営により「生

物界にも分子や数学によって生成される秘密のルールがあるのだろうか!?」と題し

て国立科学博物館講堂にて 2024 年 2 月 23 日に開催した。当日の会場参加 80 人、

オンライン参加は Youtube 4,678 件、ニコニコ生放送 1,277 件のアクセスがあった。 
 
 
 

プレスリリース掲載ページ 

https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pr/ 

 

報道記録掲載ページ 

 https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pressrecord/ 

 

ニコニコ生放送開催報告ページ 

 https://www.nibb.ac.jp/pressroom/news/2023/04/21.html 

 https://www.nibb.ac.jp/pressroom/news/2023/11/15.html 

 

アウトリーチ活動紹介ページ 

 https://www.nibb.ac.jp/webmag/diary/ 
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図 26.ニコニコ生放送の実績 

 

 

・ 2020 年度 8 月以降のニコニコ生放送の実績を示す。 
279 万 2,677 のアクセス数、ギフトポイント 540 万 700 ポイントを獲得している。

自己収入は 249 万 6416 円を得ている。 
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図 27.産学連携活動 

 

 

・ 研究力強化戦略室産学連携グループを中心として、自然科学研究機構共創戦略統括

本部および岡崎統合事務センター国際研究協力課と連携し、特許取得支援、保有す

るシーズの実用化に向けた共同研究や企業からの受託試験のサポート、実用化に向

けた研究をサポートする JST 等の研究費申請のサポート、および所内の産学連携事

案に対してより細やかなサポートを行うことで、産学連携活動を推進している。 
・ 2023 年度の活動として、機構が発刊しているシーズ集に基礎生物学研究所から５件

掲載した。 
・ 2024 年 1 月 23 日に開催された JST 新技術説明会において、基礎生物学研究所が発

見した新規な昆虫病原菌を利用した昆虫防除に関する特許について発表した 
・ 岡崎信用金庫と研究シーズの産業利用を目指した新たな取組みについて対話を継続

している。岡崎信用金庫およびアメリカのベンチャーキャピタルである Fusion X 
ventures と新たな産学連携の形を模索している。 

・ 国内、外国企業へのライセンス実施許諾契約やライセンス交渉、企業との共同研究

契約サポート、実用化志向の研究費申請のサポート等を行った。 
・ ゲノム編集技術を用いた養殖魚の品種改良で知られているベンチャー企業であるリ

ージョナルフィッシュにおいて基生研の特許技術が活用されている。 
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・ 2022 年 12 月に岡崎 3 研究所と愛知県との連携協定が締結された。それに伴い、愛

知県内の産学官連携による研究開発をサポートする補助金である「新あいち創造研

究開発補助金」の公募要項に、自然科学研究機構が“学”の組織として記載された。

それに伴い、2023 年 9 月に開催された産学官共同研究の成果展示・商談会である

「あいちモノづくりエキスポ 2023」へのブース出展を行った。 
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2 

 

2023度基礎生物学研究所外部点検評価会議 

 

日時：令和６年６月 27日（木）9:30～12:00 
場所：オンライン会議 

 
参加者 
【外部委員】 
（運営会議委員） 
北野 潤（情報・システム研究機構国立遺伝学研究所 教授） 

塩見 美喜子（東京大学大学院理学系研究科 教授） 

東山 哲也（東京大学大学院理学系研究科 教授） 

（外部有識者） 

大澤 志津江（名古屋大学大学院理学研究科 教授） 

前島 正義（中部大学 副学長（教授）） 

松久 宗英（徳島大学先端酵素学研究所 所長（教授）） 

 
【基礎生物学研究所参加者】 
阿形 清和（基礎生物学研究所長 教授） 

皆川 純（副所長 教授） 

吉田 松生（第一研究主幹 教授） 

東島 眞一（第二研究主幹 教授） 

藤森 俊彦（第三研究主幹 教授） 

川口 正代司（第四研究主幹 教授） 

森田 美代（第五研究主幹 教授） 

新美 輝幸（総合研究大学院大学先端学術院先端学術専攻基礎生物学コース長 教授） 

真野 昌二（研究力強化戦略室副室長 准教授（司会）） 

立松 圭（研究力強化戦略室企画評価グループ ＲＭＣ 助教） 

倉田 智子（研究力強化戦略室企画評価グループ ＲＭＣ 助教） 

藤田 浩徳（研究力強化戦略室企画評価グループ 助教） 

 
【議事録担当】 
株式会社コングレ・グローバルコミュニケーションズ 

 
【資料】 
・参加者リスト 
・外部点検評価資料 

・発表論文リスト 

・要覧 2023（https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pdf/yoran2023.pdf） 
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議事要旨 

 

１．阿形所長より挨拶と基礎生物学研究所の参加者の紹介があった。 
 

２．６名の外部委員より自己紹介があった。 

 

３．2023 年度の基礎生物学研究所の活動報告と質疑応答 

① 「2023 年度基礎生物学研究所外部点検評価資料」に基づき、阿形所長より 2023 年度の

基礎生物学研究所の運営面、中核拠点性、国際性について説明があった。 

② 東山委員より、オープンミックスラボについての質問があり、阿形所長より、採択さ

れたプロジェクトにおいて関連する全国の研究者が一堂に集い、実験・ディスカッシ

ョンできる環境を整備したとの回答があった。 

③ 松永委員より、獲得研究資金に関する質問があり、阿形所長より、昨年度において比

較的大口の研究がちょうど狭間の年であったことから一時的に外部資金が減少してい

たとの説明があった。 

④ 松永委員より、電子ジャーナルの維持に関する質問があり、阿形所長より、総合研究

大学院大学を通して契約しており、各研究所の利用率に応じて分担しているとの説明

があった。 

⑤ 松永委員より、ＲＭＣのポジションに関する質問があり、阿形所長より、ＲＭＣが自

身の外部資金を取っている場合は、それに応じて研究のエフォートが割けるようにな

っているとの説明があった。 

⑥ 大澤委員より、ＲＭＣの研究スペースに関する質問があり、阿形所長より、新規にオ

ープンラボを作り、そこで個別研究的な方々が実験・ディスカッションできる環境を

整備しているとの説明があった。 

⑦ 塩見委員より、国際的な交流活動についての質問があり、阿形所長より、プリンスト

ン大学、徳島大学・先端酵素研、基礎生物学研究所の連携で行われた国際トレーニン

グコースに関しての説明があった。 

⑧ 塩見委員より、国際交流の連携先についての質問があり、阿形所長より、提携先であ

るＥＭＢＬ、ハイデルベルク大学、プリンストン大学との歴史的経緯の説明があり、

連携数は少ないながら実質的な交流を行っているとの説明があった。 

⑨ 塩見委員より、国際連携先の学生の学位取得に関しての質問があり、阿形所長より、

学生の短期留学はあるが学位を出したことはなく共同研究の範囲で収まっているとの

説明があった。 

⑩ 前島委員より、超階層生物学センターの研究方針についての質問があり、阿形所長よ

り、研究所内の方々にも積極的に利用していただき、他所ではできない時代の先端を

いく研究を推進しているとの説明があった。 

⑪ 前島委員より、大学院生の募集についての質問があり、阿形所長より、交通費・宿泊

費が出る夏の体験教室についての説明があった。 

⑫ 東山委員より、女性教員の割合に関して質問があり、阿形所長より、教員・研究者を

母集団として 20%に達しているとの説明があった。 
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⑬ 塩見委員より、ダイバーシティ確保に関連して海外の人を採用する場合の給料につい

て質問があり、阿形所長より、海外でフェローシップを利用した女性の採用に力を入

れているとの説明があった。 

⑭ 「2023 年度基礎生物学研究所外部点検評価資料」に基づき、阿形所長より、2023 年度

の基礎生物学研究所の研究資源、新分野創出、人材育成、社会との関わり、学際ハブ

について説明があった。 

⑮ 前島委員より、産学連携の推進について質問があり、川口教授および阿形所長より、

産学連携室や起業経験のある金井助教によるサポート体制についての説明があった。 

⑯ 松久委員より、アウトリーチ活動の運営についての質問があり、広報室の倉田 RMC 助

教より、ニコニコ生放送の活動に関しての説明があった。 

⑰ 東山委員より、学際ハブとしてバイオイメージングとＡＢｉＳの活動の関係について

の質問があり、阿形所長より、両者はほとんど一体化しており、ＡＢｉＳは科研費を

持っている方が申請でき、そうでない方はＴＳＢセンターで対応することで、全国の

研究者を網羅して対応しているとの説明があった。 

⑱ 藤森教授より、ＴＢＳセンターができたことで各室の連携が強く意識され、これらを

統合する共同利用推進室を設置し全国的なネットワークづくりを推進していることに

ついて説明があった。 

⑲ 森田教授より、国際連携において、国際連携室の立松ＲＭＣ助教を中心に非常に活動

的に動いており、数を絞って実績的な活動を盛んに行う方針であることの説明があっ

た。 

⑳ 新美教授より、大学院関係について、ＲＡ制度での学生への経済的支援についての説

明があった。 

21 塩見委員より、ＳＰＲＩＮＧプロジェクトについて質問があり、阿形所長より、申請

書の作成に関しての説明があった。 

22 塩見委員より、岡崎の学生に対するアウトリーチについての質問があり、阿形所長よ

り、一般公開などの地道な活動についての説明があった。 

23 大澤委員より、超階層生物学センターでの人材配置・育成に関して質問があり、阿形

所長より、超階層生物学共同利用推進室に経験の深い方々が配置され、またプロフェ

ッショナルな技術職員 28 名が様々な機器の運営維持管理・操作を行っているとの説

明があった。 

24 阿形所長より、閉会の挨拶があり、外部点検評価会議を終了した。 
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３．外部点検評価会議アンケート結果  
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【運営面】【中核拠点性】【新分野の創出】 

１．2022 年 4 月に開始した下記の取組について、今後の要望も含めご意見をお聞かせ

下さい。 

 

（１）「超階層生物学研究」の推進について 

▶ 第４期（2022 年度〜）では「超階層生物学（Trans-Scale Biology）」をキーワード

として、データ駆動型サイエンスと AI 解析を取り込んだ新たな生物学を展開するた

め、既存の３センターを改組し「超階層生物学（TSB）センター」を設置、超階層生

物学が推進されつつあります。本センターは、トランスオミクス解析室や AI 解析室な

ど 7 室からなりますが、資料を拝見すると、まだいくつか室長は不在のようですが、

本年度には、個体や個体群の階層にも焦点を当てるため、新たに「生物社会学解析室」

を設置予定で、最初の構想通り、あるいはそれを超えて研究体制が整えられ、超階層

生物学研究が推進されるように思います。2023 年度の共同利用・共同研究 31 件のう

ち 16 件が同センターを利用した研究ということで、成果も出ており高く評価できる

と思います。各種トレーニングコースや「EMBO Workshop：‘Trans-Scale Biology’ 

using exotic non-model organisms」も開催されており、超階層生物学の強化、国際化

が図られています。今後の更なる展開が楽しみです。 

 

▶ 研究者が、順調に進展している研究をさらに伸ばす、ということだけでなく、異な

る階層で研究対象を見る、異なる階層レベルで解析する手法を編み出していく、良い契

機になるものと期待できる。研究所としての全体像を示す優れた構想である。各研究者

の発想や手法を縛るということではないと理解している。 

 

▶ 遺伝子レベルから個体レベルでの解析で得られた種々のデータを統合的に解析する

上で AI を導入・活用できる体制を整え、また、生命科学と情報科学の両方に精通した

人材育成に力を入れている点が高く評価される。共同研究・共同利用をぜひ促進してい

ただきたい。 
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▶ 所長の強いリーダーシップで超階層生物学研究センターを立ち上げ、それを中心に

研究所が一体となって成果を最大化する運営を行ったことは、非常に高く評価できる。

研究所のミッションである、最先端技術（ここでは研究 DX など）を駆使し世界レベル

の高水準の研究基盤の構築、また非モデル生物や独自のモデル生物を含む多様な生物を

用いた生物の普遍性と多様性の解明という、「中核拠点性」にも合致する。共同利用や

共同研究などにより、他大学や海外研究機関など、他研究機関の多くの研究者を巻き込

み、超階層生物学研究を国内外に普及させた。所内の研究者をつなぎ、競争的かつ戦略

的な人事で必要分野の研究者を補強し（同時に多様性も拡大）、０から１を生み出す「新

分野の創出」を実現できたと、非常に高く評価する。 

まだ開始から 3 年目に入ったところであるが、活発な運営や研究活動だけでなく、実績

も蓄積されている。2023 年度に基生研が行ったプレスリリース 31 件中 16 件が超階

層生物学研究センター（TSB センター）を利用した成果であったこと、さらにモデルと

して研究費を配分する「超階層生物学共同利用研究」を厳選して合計 7 件採択し、集中

的な支援を行っていること、また EMBO ワークショップに採択され Trans-Scale 

Biology を国際的に発信してイニシアチブをとっていることは、特に高く評価できる。 

建物をオープンミックスラボのスペースとして改装し、オープンミックスラボ公募研究

に採択されると、海外からでも家族連れでも滞在型研究を実施でき、関連研究者と濃密

な共同研究を行えるようにしたことも特に高く評価できる。中核拠点性に大きく貢献す

ると期待される。 

所内の若手グループへの周知も十分に行い、研究所が一丸となって超階層生物学に取り

組んでいることも高く評価できる。2024 年度に外部資金の獲得が大きく増加する見込

みであることも、研究所全体のアクティビティーの高まりを示していると、高く評価で

きる。 

生物の特徴である階層性を「つなぐ」という難題に、データ駆動型サイエンス＋AI 解

析などの最先端技術で挑む超階層生物学は、今後もさらに発展を続ける分野であると期

待される。研究所が一体となって今後も正面から取り組みを続けて欲しい。世界を先導

する中核拠点性と、研究所が切り拓く新分野創出が、益々発展することを期待する。 
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▶ 現在のスタッフによる研究の深層化のみならず、若手人材育成も目指す発展性のあ

るシステムであり、超階層生物学センターの設立、拡充にもつながっており、是非目標

通り進めていただくとともに、弊所も含め国内の拠点をも巻き込んだ、生物学拠点とし

て発展いただきたい。 

 

▶ 世界初のビジョンであり素晴らしいと思います。特にビッグデータや AI など現在

の流れにも乗った取組みに思います。 

 
（２）組織改編と RMC制度の新設について 

▶ 2022 年４月より RMC (Research Management and Coordination) という新たな職

位を導入、RMC は、博士号をもち、研究力強化戦略室、IBBP センター、超階層生物学

センターのマネジメント業務（5 年任期）を行うということで、100%研究に没頭でき

るのではなさそうですが、昇任の可能性もあり、モチベーションにつながっていると思

われます。既に数名の RMC 准教授・助教が採用されているとのことでしたが、これは

他機関にはない職位であり、斬新性を感じる一方、ご本人が例えば 5 年後に他機関に異

動するとなった場合、どのような職位が行き先に求められるのか、という疑問もあるの

かなと思います（多くの場合、URA であろうとは思いますが、敢えて差別化を図った

意図が何だったのかを失念してしまいました）。が、学位取得者の（就職の）多様性と

いう観点からすると、このようなシステムは重要だと思います。 

 

▶ 何よりも個々の RMC が前向きに職務に取り組まれていることが、この制度がより

良い方向に進んでいることを示している。慣れると同時に飽きてしまう、あるいはマン

ネリ化してしまう恐れがないとも言えないので、職務の回転、あるいは全く新しい職務

への取り組みと MRC 同士の共同作業も、活躍を維持するポイントのように思う。 

 

▶ 学位を有し、研究・教育経験を有する人材がマネジメント業務を行う体制は研究力
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強化に重要で、素晴らしい取り組みであると感じた。 

 

▶ RMC (Research Management and Coordination) の職位が新設され、研究面のサポ

ートも含めて良く運営されている。自身の研究もできる点が素晴らしい。 

教授とはジェンダーまたは国籍の異なるスタッフ 1 名を義務としたことも、多様性向上

のための積極的なアクションとして、非常に高く評価できる。教員・研究者の女性研究

者比率が 20%を超えたことも高く評価できる。このような不断の取り組みで、さらな

る多様性向上を期待する。 

 

▶ RMC 制度は研究者の進路に多様性を与え、また有期雇用から無期雇用の職を提示

できる画期的な試みである。この制度の導入による研究者への新しいキャリアパスを可

視化することを期待するとともに、他研究所へもその成果を共有し波及する意義は大き

い。 

 

▶ 人材の有効利用としてうまく回っていると思います。 

 

【国際性】 

２．欧州分子生物学研究所（EMBL）、プリンストン大学、ハイデルベルグ大学と国際連

携活動ついてご意見をお聞かせ下さい。また、他に連携を考えたら良いと思われる大学・

機関がありましたらご教示下さい。 

▶ ハイデルベルグ大学 Center for Organismal Studies (COS) とは、相互訪問による共

同研究が展開されています。対面式合同ワークショップの開催も計画が進んでいる様子

で活発な様子が伺えます。EMBL とは、Global BioImaging（GBI）と称し、バイオイメ

ージングに関する情報交換が実施されています。プリンストン大学とは、NINS 共創戦

略統括本部（旧国際連携研究センター）を通じて定量生物学に関する共同研究を実施、

プロテオミクス技術に関するトレーニングコースなどが開催されているようです。資料

には個々の研究者による個々の共同研究に関する記載がありましたが、これらが国際連
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携活動の一環なのか、個々の研究者が独自に進めているものなのかわかりにくい点もあ

りました。他の国際機関との更なる連携が期待されている様ですが、業務としては

heavy で、連携の目的が曖昧な場合、狙いを定めるのも難しいという一面もあり、今後

どの程度連携を広げていくのかは熟考されるのが良い様に思いました。 

 

▶ 森田教授の説明の通り、名目だけの連携は止めて、個人あるいは個別研究室をベー

スにした実質的連携を発展させる、という方針は大切と考える。財政的に豊かな組織と

の連携により、相手先でグラントを得て NIBB にポスドクとして研究する、という点は

新鮮なニュースです。それに相応しい研究所ということでもあり、「選ばれる研究所」

として国際的にもアピールし続けていただきたい。 

もし、大学院生の研究交流ということであれば、アジア、例えば韓国の POSTECH 

(Pohang University of Science and Technology)、KAIST (Korea Advanced Institute of 

Science and Technology)も、候補になり得るかと考える。 

 

▶ 共同研究の実施まで交流が展開されている点が高く評価できる。バイオイメージン

グ技術の強化の上で、シンガポールのメカノバイオロジー研究所との連携が１つの可能

性として考えられるのではないかと感じた。 

 

▶ 実質的な連携に絞って、集中的な国際連携を進める方針に賛同する。EMBL との連

携は、イメージング研究についての中核拠点性も大きく高めており、EMBO ワークシ

ョップの採択や EMBO フェローシップを取得した基生研への留学にも貢献していると

考えられ、特に高く評価できる。他に連携を考えたら良いと思われる大学・機関につい

ても、研究所の構成員の実質的なネットワークを踏まえて検討を進めればよいと思うが、

例えば CSHL は、EMBL と研究機関の性質が似ていることもあり、基生研の中核拠点

性に貢献するかも知れない。 

 

▶ 個々の研究者レベルでの連携ではなく、組織間の交流としてシステマチックに運営
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されていることが認識できる。特に、外部の意見を取り入れた EMBL との連携は、実

のある交流である。外部研究者も海外招聘講師による研修を受講できる仕組みは、国内

の研究領域への貢献として高く評価できる。 

 

▶ 欧米の超一流機関と交流することによって国際共同研究や若手研究者の国際交流を

促すことができる体制を整えたのは大変素晴らしいと思います。 

 

【研究資源】 

３．研究者コミュニティからのニーズも踏まえ、下記の活動を継続しています。これら

の活動について、改善点や要望等ご意見をお聞かせ下さい。 

（１）大学連携バイオバックアッププロジェクト（IBBP） 

▶ IBBP は貴重な生物（研究）資源を維持するプロジェクトで H24 に開始され、東大

や 東 北 大 な ど 7 つ の 大 学 サ テ ラ イ ト 拠 点 機 関 と 共 に 進 め ら れ て い ま す 。

Cryopreservation Conference も毎年開催しており（拠点の持ち回りの様子）、バックア

ップ保管が困難な生物種等の保存技術開発研究も行われており、これまでにゼニゴケ、

ヒメツリガネゴケなど 11 種類の生物の精子や胚、卵巣などの長期凍結保存を可能にす

る技術開発や生存率の向上に成功。重要なプロジェクトでハブとしての重要な役回りを

されていることが伺えます。資料からは、実際の内部負担がどれくらいなのか見えづら

かったです。経済的サポートは国から十分得られているのか、という点も気になりまし

た。 

 

▶ 自然災害の多い我が国としては、必要なプロジェクトであり、永続的な活動に期待

している。 

 

▶ 災害時の対策、バックアップ保存技術の向上、いずれも不可欠であり、重要な業務

を推進いただいている。特にバックアップ保存技術の向上を、さらに強力に推進してい

ただけたら大変有難い。 
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▶ 順調に運営されていると高く評価する。利用者の一人でもあるのだが、非常に重要

で有難いプロジェクトであると強く感じている。持続的な運営は決して容易ではないと

推察するが、日本の国土の性質もふまえ、今後も国と連携してプロジェクトが継続され

続けることを期待したい。 

 

▶ 2013 年から災害対応バックアップとして早くから活動を開始されておられ、着実に

サンプル数も増加されておられる。特に、2022 年には専任助教も雇用され、広報にも

取り組まれています。これまでに、IBBP が実際に用いられた事例や、研究者の引退に

伴う貴重な資料の保存にも関与されておられるのであれば、それらの点も今後お示しい

ただきたい。 

 

▶ ユニークな着眼点にたった事業であり、また、事業そのものに加えてトレーニング

コースも開催しており、研究コミュニティーへ大きな貢献をしていると思います。 

 

（２）ナショナルバイオリソースプロジェクト「NBRP メダカ（2028 年度より他機関に

移設予定）」、「NBRPゼブラフィッシュ」、「NBRPアサガオ」 

▶ 非常に重要なプロジェクトで、今後も（メダカ以外？）継続していただきたいとこ

ろですが、組織図を拝見しても、これらのプロジェクトに特化した部門があるようでは

なく、そろそろ国をあげて組織化を図っていく時期なのではないかなと思いました。全

体的に、個々の研究機関が担当を決めて細々と続けるスケールではないように思えます。

上記 RMC は、こういったプロジェクトにも参画されているのでしょうか。 

 

▶ 国際的にも認知され、極めて多くの利活用となっているとの説明であり、基礎研究

に大きく貢献している。利用件数が一定の目標数を超えたら、プレスリリースしマスコ

ミでも取り上げてもらっても良いのではないか。 
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▶ 可能であれば、論文で使用されたことのある変異体に関しては、その情報を充実さ

せると良いように思った。 

 

▶ 順調に運営されていると高く評価する。利用者の一人でもあるのだが、非常に重要

で有難いプロジェクトであると強く感じている。持続的な運営は決して容易ではないと

推察するが、日本の国土の性質もふまえ、今後も国と連携してプロジェクトが継続され

続けることを期待したい。 

 

▶ 新たなバイオリソースとして興味深い試みです。ゼブラフィッシュに関しては、弊

所の研究者とのコレボレーションが期待できると感じました。 

 

▶ バイオリソースは担当者の力量によるところが大きく、自身の先端研究とコミュニ

ティーのサービスの両立が難しいところから、自身の研究をある程度犠牲にしてもコミ

ュニティーに貢献する覚悟の方が担当しないと難しいように思っています。 

 

（３）先端バイオイメージング支援プラットホーム（ABiS） 

▶ 2016 年度に新学術領域研究の枠組みとしてスタート、2022 年度より学術変革領域

研究（2022 年度〜2027 年度）として第２期が開始。生理学研究所とともに光学顕微鏡、

電子顕微鏡、磁気共鳴画像、画像解析の支援を行っている。研究支援の数が多く非常に

充実している様子（2028 年度以降も学術変革領域研究に沿って進められる予定でしょ

うか？） 

 

▶ 具体的な研究推進に貢献しており、我が国の脆弱な大学予算では推進できない部分

を支えていると認識している。 

 

▶ 設備の利用のみならず、技術面のサポートをしていただける点で、研究コミュニテ

ィへの貢献がきわめて高いと感じている。長期的に共同研究として設備を利用させてい
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ただく場合において、旅費・宿泊費のサポートを少しでも受けられる（あるいは、宿泊

費のディスカウント）とユーザーとしては大変有難い。 

 

▶ フォーマットの確立を目指すことは、非常に高く評価できる。ぜひ達成されること

を期待する。ABiS の運営も素晴らしく、中核拠点性に大きく貢献している。 

 

▶ イメージング技術の普及にはトレーニングコースが重要であり、今後もそのような

企画を通じたレベルの高い交流を期待します。また、画像解析に AI など新しい技術を

取り入れ展開頂くと研究者間相互の研究力向上につながると考えられます。 

 

▶ NIBB 独自の大変ユニークな事業で今後の発展を期待します。 

 

【人材育成】 

３．基礎生物学研究所での大学院生教育、入学者確保の方策についてご意見をお聞かせ

下さい。また、貴研究機関における取組などあればご教示下さい。 

▶ 資料をあらためて拝見しますと、大学院は総研大から来ることになっており、その

数は決して多くないように思われます。近隣の、例えば名古屋大学や静岡大学からある

程度来てくれると良いのかもしれませんが（研究の幅、つまり学生側からすると選択肢

が広がる）、大学は大学で学生を確保したいはずで、なかなか望むようには行かないの

が現状なのかなとも思います。基礎生物学研究所の研究は質が高く、多くの最先端機器

があり、学生にとっては素晴らしい研究環境であると思われ、そういった機関で十分な

数の学生を育てることができていない現状は勿体無いと思います。研究所や学生寮とい

った環境の充実は喫緊の課題かと思います（他機関もですが）。私が所属する機関では

中国の学生が増えていますが、質の高い人が多いです（出身校にもよるのかもしれませ

ん）。 

 

▶ どの研究室も世界水準の研究を推進しており、国内外から研究者育成のメッカにな
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ってほしい。設立からの歴史も長くなっており、院生、教職員の同窓会組織なども作り、

大学院生への財政支援のための基金を設けることも考えたらどうか。 

院生の国内外比はどうでしょうか。円安は我が国にとっては厳しい面が大きいけれど、

留学生としては生活しやすいのではないか。この点を、留学生を増やす方向に活かせれ

ばと思う。 

 

▶ RA 支援について、博士課程に関しては年間サポート額をもう少し上げられると良

いかもしれない。 

 

▶ 次年度の大学院生が 15 名に増えたのは素晴らしい。 

総研大の一研究科の特性などから、次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）の

獲得が難しいとのこと、引き続き努力は継続するとともに、研究所としての大学院生へ

の投資も重要である。その意味で、年間 100 万円の RA 制度を運用していることは高く

評価できる。これは学振などに漏れた後期博士課程大学院生は全員が受給できるのだろ

うか。また手元のメモでは博士前期課程（修士）でも受給できるようだが間違いないだ

ろうか。もしそうであれば非常に素晴らしい制度である。 

現所属研究科では、様々な制度に漏れてしまった博士課程大学院生でも、最低限として

研究科が独自に授業料相当分の RA は実質的に保証している。これは、オーバードクタ

ーにも与えられ、重要なセーフティーネットとなっている。また、理研のように、競争

的な RA として学振 DC に相当する高額な RA の枠を少数でも準備することは、優秀な

国内外からの大学院生を集めるのに効果的であると思う。 

ダブルディグリーの制度は、数は多くなくても優秀な学生の獲得や教育には有効である

と考える。プリンストン大学など、連携先とのダブルディグリーを希望する学生が 1 名

でも出てくれば、検討してもよいかも知れない。大変な作業ではあるが、一度協定を結

べば、それを複数の機関に拡大していくのも、そう難しくはないようである（所属研究

科での運用状況から）。 

また、助教は大学院生にもっとも近い教員であり、その活躍や日々の姿が大学院生に大
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きな影響を与える部分も多い。基生研と同じく講座制をとる現所属大学でも、どうして

も PI が目立ちやすく、助教の活躍がより目立つ状況をつくることに苦慮している。外

部評価の限られた時間のなかでは助教の活躍は見えにくい部分もあったので、ぜひさら

に助教が元気な運営を目指して欲しい。 

 

▶ 大学院の受け入れは若手研究者の育成と活性化のため重要な課題である。貴施設の

名古屋大学との卓越大学院プログラムの成果はいかがでしょうか。弊所では以前のよう

に医学部からの研究所への大学院生の受け入れがない状況にあり、新たに工学部との連

携を行い、大学生 1 年生から受け入れ、修士・博士課程と進むことを狙い、新しいプロ

グラムを指導しました。 

 

▶ 学生は、真に基礎生物学研究所で教育を受けたい人材のみに絞って、学生よりもポ

スドクや助教を中心に研究を進めるのがよいのではないかと私自身は思っています。 

 

【人材育成】 

４．女性研究者と外国人研究者の現状と採用について、貴研究機関での取組についてお

聞かせ下さい。 

▶ いずれの研究機関も苦労されていると思います。外国人研究者の場合、給料が大き

なファクターであるということは巷でよく聞きます。それを上げることができないので

あれば、現状（なかなか採用できない状況）は続くのだと思います。女性研究者は、や

はり帯同雇用制度でしょうか？名古屋大学との連携などは実現できるのではないでし

ょうか。同時に、岡崎と名古屋の間で、子供の教育としての環境が良い場所に家族用寮

を設け、安く貸すなども効果的かもしれません。 

 

▶ 研究室内でのジェンダーバランスを整える、という発想は大事であり、見習いたい

点でもある。外国人の場合、夫婦共に教員として採用、あるいはいずれかを特別研究員

として採用する工夫があれば、招きやすいのではないか。自国との賃金格差が大きくな

57



 

 

ってきている現在、収入保証的な意味合いも含んだ工夫が必要ではないか。 

 

▶ クロスアポイントメントでの女性教員の採用 

女性 PI を育成することを目的として 2025 年度に最大 2 名を採用、PI として採用、8

年目に評価する女性 PI 育成プランの設定 

 

▶ 私の現所属では苦戦しているところであり、研究機関としての効果的な取り組みは

上げづらい。女性研究者の増加については、前所属の大学のほうが成功していて、数値

目標の設定とインセンティブ（特任助教）による意識改革、生活面でのネットワークや

バックアップなど、複合的な取り組みが功を奏していた。外国人研究者については、WPI

のような理想的な研究環境を除けば、研究機関のブランド力も入り口としては重要と思

われる。所属大学では理学部での学部向けサマーインターンシップコースが人気で、コ

ースで訪問する学生のうちの数名は大学院に入学しているそうである。大学院生の個別

のサマーインターンシップの問い合わせも多い。また、研究者の個別の国際連携も多く、

私の場合は EU の派遣プロジェクトで南ヨーロッパの大学院生・ポスドクを受け入れた

り、国際先導研究で学生・ポスドクを派遣したり受け入れたりもしている。派遣されて

きた修士大学院生の中には、博士課程への入学を検討する学生もいる。サバティカル教

員の受け入れについては、所属大学は生活面の問題があり容易ではなく、基生研の強み

になるのではないだそうか。 

 

▶ 所属大学全体で外国人研究者採用への対応が遅れており、弊所も数名の留学生を抱

えるのみで大きな課題です。現在、イスラエル工科大学との連携を強め、日本キャンパ

ス誘致、ダブルディグリー制の設立を検討しており、その際に情報工学および生物学の

研究者と招聘、連携していく方針です。女性研究者も現状数は限られていますが、大学

を挙げて女性研究者支援体制（AWA サポートセンター）を設け、ポストの向上、研究

スペースの確保、若手研究人材への育成を進めています。これにより、准教授の方の教

授への昇任や、女性助教の採用に至っています。 
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また、研究所が発展するためには、新しい技術を持つ優れた若手研究者の集積が必要で

す。弊所では、学外の卓越した研究者をアドバイザリーボードにおき、論文業績に偏重

せず、高い将来性や独自性による評価基準をもとに、若手人材の発掘を行っている。特

に、独立した PI として准教授枠を設けることにより、創発などを獲得する優れた若手

研究者が集まっている。 

 

▶ 女性研究者に関しては議論の最中であり結論に至っていません。外国人研究者を積

極的に取ろうという流れはありません。 

 

【社会との関わり】 

５．広報活動や産学連携活動など、社会との関わりについての取組についてご意見をお

聞かせ下さい。 

▶ 私の所属機関でどのような取り組みが行われているのか把握していませんが、産学

連携活動に関しては、資金調達にも直結すると思いますので、その推進は must で、充

実していないのであれば喫緊の課題かと思います。中部地方は、生命系研究に興味を持

つ企業は多くあるようにも思いますので、積極的にアプローチするのが良い様に思いま

す。 

 

▶ 優れた魅力的な成果を挙げておられる。プレスリースも積極的に展開し、地域版、

全国版を問わず、広報をすることで、地域の理解、全国研究者、若手へのアピールにも

なるのではないか。 

産学連携はなかなか大変であり、省庁直轄の研究費は研究費支援の側面よりも、その煩

雑さと要求項目の多さから阻害要因にもなり得るので、これまで同様に慎重な姿勢を維

持されるのが賢明と考える。基礎研究の展開を重視される姿勢のままでよろしいのでは

ないか。 

 

▶ 阿形所長を中心に、活発に行われている。高校生の基生研での研究体験も可能あれ
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ばできたら良いように感じた。 

 

▶ 広報活動については申し分なく、高く評価できる。ニコニコ生放送のサイエンスラ

イブでは多くの収入もあった。広報活動について強いて言えば、国際メディアに対して

も強い人材も 1 名いると、国際的な広報がさらに大きく向上するはずである。 

出前授業の効果もあって、岡崎高校の女子学生の 60％が理系志望に上昇したことも、

非常に高く評価できる。 

産学連携については、研究所の規模も踏まえると、容易ではない部分もあると思われる。

産学連携を担当する優秀な人材が育ったのに引き抜かれたのは非常に残念である。岡崎

高校の動向など踏まえると、企業との共同研究だけでなく、ベンチャー企業など元気で

魅力的な企業が複数立ち上がる状況になれば、さらに理系女子が増えることにつながる

と期待される。職場の問題は、日本全体において、地方に理系女子が戻らない問題につ

ながっている。山形県鶴岡市でサイエンスパークが立ち上がり、好循環が生まれている

様子には驚かされる。ぜひ様々なアイディアで、基生研にあった産学連携を模索し続け、

成長を目指してほしい。 

 

▶ アウトソーイングまでされたアクティブな社会リーチ活動は非常に参考になりまし

た。今後も弊所で見習いたいと思います。また、小学生から高校生への研究志向を高め

る活動は地域にとどまらず、拠点ネットワーク全体で活性化すべき課題と認識できまし

た。 

 

▶ ニコニコ動画が現在運営できておらず残念ですが、所長から率先して広報活動を行

う様子は大変羨ましく思います。 

 

【その他】 

６．本年度申請した「学際ハブ」の構想について、ご意見（改善点、追加すべきネット

ワークや活動等）をお聞かせ下さい。 
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▶ 素晴らしい構想だと思います。AI・数理解析は、日本は既に遅れを取っていると思

いますので、まずは人材＋ノウハウを“輸入”しなくてはならないでしょうか（TSB-Net

は、多少テレビ局かなにかのようですね。すみません） 

 

▶ AI の活用により、多様なデータを一括、短時間で解析できる点は大きく伸ばしてい

ただきたい。また、多様な仮説の机上検証、データから見えづらいものの可視化という

意味で、斬新なハブ構築であり、期待するところが大きい。また、TSB センターも組み

入れる運営方法は、過度な負担を軽減する、連携を密にする、という点で優れていると

考える。 

 

▶ 生命科学・情報科学の両方に精通し、かつ、両分野の研究者間をつなげる（通訳す

る）ことが可能な人材の配置とその育成が重要であると考えられる。 

 

▶ 超階層生物学センターや TSB-Net RMC 室がコアになり、既存の新学術領域研究の

プラットフォームやナショナルバイオリソースをつなぎ、新たに質量分析解析、AI 解

析、生物社会学のネットワークを投入するもので、高く評価できる。超階層生物学を推

進するネッワークを構築する。科研費ベースでないプロジェクトも支援される。中規模

施設の予算による機器の更新が、基生研だけでなくネットワークの全体で進めば、さら

に素晴らしいものとなる。 

 

▶ 学際ハブの申請において徳島大学先端酵素学研究所を参画機関に加えていただきあ

りがとうございました。超階層ネットワークによる拠点間の研究交流が進み、優れたア

ウトプットが出ることを期待し、今後も密接に協力できればと考えます。 

 

▶ すでに、面白いプロジェクトが走っているようで素晴らしいと思います。 

 

７．基礎生物学研究所で進展すべき研究分野、及び連携したら良いと思われる研究機関、
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取り組むべき事業などについてご意見をお聞かせ下さい。 

▶ 進展すべき研究分野に関しては、満遍なく、というのは今後さらに難しくなる様に

思いますので（専門性が深まっている）、何かに絞る方向が良いと思います。 

 

▶ ・自然科学研究機構の５研究所間での連携はどうなっているのでしょうか。 

・国からの恒常的な研究費、運営費の配分があればという前提ですが、長期間の研究が

必要な長期間の研究テーマあるいは分野が研究展開されればと期待する（夢）。 

（1）タンパク質を構成するアミノ酸に人工的なアミノ酸を加え、それを認識する tRNA

も構築したとき、どのようなタンパク質が構築されるのか、化学と分子生物学の協力体

制で研究する。 

（2）タンパク質高次構造形成のプロセスについて、自発的な構造形成の機構を AI も駆

使して研究する。分子シャペロンがどこまで関与しているのかも含めて。（分かってい

るようで、十分には説明できていない状況と認識している） 

（3）オルガネラの中には、ER、ミトコンドリア内膜、葉緑体チラコイド膜など球状で

はないものが多い。さらに赤血球も球状ではなく扁平な形状である。高次構築物がなぜ

こうした特異な構造を形成し維持できているのかを研究する。 

（4）ピアノ演奏、体操、卓球、言語学習など、訓練する、練習することにより人の技

が磨かれる際の脳神経系の発達（ショートカット回路の形成）がどのように進展するの

かを研究する（生理研の範疇かもしれません）。 

（5）短期記憶を消し去る仕組みと長期記憶に転換する仕組みを研究する（生理研の範

疇かもしれません）。 

 

▶ たとえば、ムーンショットの健都イメージングサポート拠点のような、バイオイメ

ージングをサポートする他機関との連携もあると良いかもしれません。個々のニーズに

応じて、適切な設備を提供できるような仕組みが国内にあると助かります。 

 

▶ あらためて、私が所属する研究科・専攻と、カバーする生物学の領域や目指す方向
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性が合致し、相補性にも優れると感じる。学生をつなぎ役にした強固な連携は、win-win

で面白い展開をもたらすかも知れない。 

 

▶ 多くの重要な因子が疾患等の探索から導き出されるに対し、しかしその生物学的意

義の不明なものも多いと考えます。そのような因子の生物学的意義を網羅的に解析がで

きる生物学の拠点として、今後もさらに活動頂くことを期待します。 

 

▶ 宇宙生物学系は今後必要になってくる分野と思います。 

 

【事由記述欄（上記以外のことでご意見がありましたらよろしくお願いします）】 

▶ 研究者には研究に没頭する時間が必要です。同じ時間でも 30 分 x6 ではなく、３時

間というまとまった時間が必要です。基礎生物学研究所では現在、さまざまな取り組み

がなされており、その全てにおいて充実することを目指している様にも思われます。内

容は素晴らしいですが、研究所の規模と照らし合わせると、多少取り組み数が多い様に

も感じました。 

 

▶ 基礎生物学研究所は、設立当初の時代から側から拝見し続けてきました。多くの研

究者にとっては憧れの研究所であり、我が国の基礎生物学の牽引車でもあると理解して

います。 

国が、大学とは異なる厚い支援に改めてくれれば、研究所の皆さんも、より根本的な課

題にじっくりと取り組むことが可能かと思っています。はたから見たら遊んでいるよう

に見える研究も含めて包容できる予算が配分されればとも思います。 

引き続いての活躍を願っています。 

 

▶ 突拍子もない質問で恐縮ですが、岡崎市における自然科学研究機構の位置づけはど

のようでしょうか。上述の鶴岡サイエンスパーク（慶応と理研）にしろ、和光市の理研

にしろ、自治体のリスペクトや支援が見られるところは、自治体をあげての盛り上がり
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を感じます（産学官、産官学金）。自治体との協力関係は、必ずや長期にわたって win-

win の関係になるので、さらなる発展の契機になればと思いました。 

近く所長の交代の時期となりますが、ぜひ現所長の改革が引き継がれ、同じ方向性で

益々基生研が発展していくことを期待しています。現在の外部運営委員の構成も、とて

も良いと感じておりますが、全員揃って長く担当させていただき、とても有意義だった

と感謝しております。 
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（２）2023年度プレスリリースと新聞報道 

 

 

プレスリリース及び新聞報道等は以下のページを参照  

プレスリリース：https://www.nibb.ac.jp/press/2023  

新聞報道等：https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pressrecord/2023/ 
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